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予算・決算特別委員会の概要　

陳情、傍聴

気になるワード

　田んぼから収穫できるコメなどの農作物は私たち
の食生活を支えるほか、大雨の時はダムのように一
時的に水をためて洪水や土砂崩れを防止して夏は
クーラーのように気温の上昇を抑制。また、美しい田
園風景は人々の心を和ませてくれるなど多面的機
能を持っています。
　これらは農業が営まれることで維持されている大
切な地域資源です。

～つがるの美～～つがるの美～～つがるの美～
田園風景



議案番号 件　　　　　　名 審議
結果

議決
結果

市長提出議案

予算

72号
専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件（令和２年度つがる市一
般会計補正予算（第４号））

◎ 承認

73号 令和２年度つがる市一般会計補正予算（第５号）案 ◎ 可決

74号 令和２年度つがる市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）案 ◎ 可決

75号 令和２年度つがる市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）案 ◎ 可決

76号 令和２年度つがる市介護保険特別会計補正予算（第２号）案 ◎ 可決

決算

77号 令和元年度つがる市一般会計歳入歳出決算の認定を求めるの件 ◎ 認定

78号
令和元年度つがる市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定を求
めるの件

◎ 認定

79号
令和元年度つがる市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定を求め
るの件

◎ 認定

80号
令和元年度つがる市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定を求める
の件

◎ 認定

81号
令和元年度つがる市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定を求め
るの件

◎ 認定

82号 令和元年度つがる市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定を求めるの件 ◎ 認定

条例 83号
つがる市立学校設置条例及びつがる市特別職の職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案

◎ 可決

その他 84号
つがる西北五広域連合の共同処理する事務の変更及びつがる西北五広域
連合規約の変更について

◎ 可決

予算 85号 令和２年度つがる市一般会計補正予算（第６号）案 ◎ 可決

財産 86号 財産の取得の件（ノートパソコン） ◎ 可決

諮問 2号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めるの件 ◎ 適任

議員提出議案

発議 1号
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地
方税財源の確保を求める意見書案

◎ 可決

3月定例会の議決結果は以下のようになりました。
（3月2日〜3月17日）16日間

9月定例会の議決結果は以下のようになりました。
（9月3日〜9月17日）15日間

◎は全会一致
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９
月
定
例
会
で
は
令
和
元
年
度
各
会
計
の

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
全
議
員
で
構
成

す
る
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
、

い
ず
れ
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

福祉・社会保障の
ために

218,652円

農業・商工・観光
振興などに

63,334円

教育などのために

76,151円

議会運営のために

6,032円

道路などの整備に

66,349円

その他のサービス
などに

67,104円

保健や環境衛生
などに

88,215円

基金(預金)
　　積み立てに

1,508円

消防・防災対策
などに

60,318円

公債費
（借入金の返済）に

106,310円

29.0%

8.4%

10.1%

0.8%

8.8%

8.9%

11.7%

0.2%

8.0%

14.1%

　令和元年度一般会計決算額を市民一人あたりでみた場合、市民の皆さんが負担した市税（市民
税・固定資産税など）は78,000円、市民の皆さんのために使われた予算は753,973円になりまし
た。この差額は、地方交付税をはじめ国・県などからの補助金等で賄われています。

収入 242億9,688万円

支出 239億1,829万円

翌年度へ繰り越した財源 8,940万円

実質収支 　 2億8,919万円

令和元年度のおもな事業
●小学校空調設備（冷房）設置事業 2億6,863万円
●中学校空調設備（冷房）設置事業 1億1,274万円
●旧木造中央公民館講堂移築保存事業 　 2億3,106万円
●銀杏ヶ丘、栄田コミュニティセンター建設事業 1億8,014万円
　（解体費含）

一般会計　市民一人あたりの支出　７５３,９７３円　小数点以下四捨五入　

人口　31,723人（令和２年３月末現在　外国人を含む）で単純に算出したものです。

区　　　　分 収　　　入 支　　　出 実 質 収 支

農 業 集 落 排 水 事 業 6億9,878万円 6億5,456万円 4,421万円

公 共 下 水 道 事 業 7億9,501万円 7億8,594万円 907万円

国 民 健 康 保 険 44億 539万円 43億2,367万円 8,172万円

後 期 高 齢 者 医 療      7億4,563万円 7億3,204万円 1,359万円

介 護 保 険 47億8,049万円 47億7,908万円 141万円

令和元年度特別会計決算の状況　　　　　　　　　　　　　　　　※1万円未満四捨五入

令和元年度一般会計決算の状況　　※1万円未満四捨五入

令和元年度一般会計予算はこのように使われました

各項目を一人あたりの支出に換算すると　　　　　　 　　　　　　　　　　端数調整をしています

令
和
元
年
度

各
会
計
決
算
を
認
定
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こ
ん
な
質
問
が

出
ま
し
た

　　

次
の
方
を
適
任
と
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　　

諮
問
第
２
号

　
　

◎
人
権
擁
護
委
員

　
　
　

佐さ

藤と
う　

修
し
ゅ
う

子こ

さ
ん
（
再
任
・
柏
）

　
　
　

任
期　

令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
12
月
31
日
ま
で

提
出
さ
れ
た
議
案
の
中
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
案
第
83
号　

つ
が
る
市
立
学
校
設
置
条
例
及
び
つ
が
る
市
特
別
職

の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　
◇
育
成
小
学
校
が
閉
校
と
な
る
ほ
か
、運
用
し
て
い
た

学
校
評
議
員
制
度
が
廃
止
と
な
る
た
め
、条
例
の
一
部

を
削
除
し
、改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

育
成
小
学
校
は
１
８
８
７
年
に
前
身
で
あ
る
育
成

尋
常
小
学
校
と
し
て
開
校
。歴
史
と
伝
統
文
化
を
継
承

し
、地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、今
後
、児

童
数
の
増
加
が
見
込
め
な
い
こ
と
や
来
年
度
か
ら
は

完
全
複
式
学
級
と
な
る
た
め
、令
和
３
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
閉
校
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

議
案
第
86
号　

財
産
の
取
得
の
件

　
◇
文
部
科
学
省
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り

管
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
一
人
に
つ
き
１
台
、

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
整
備
す
る
た
め
に
購
入
す
る
も

の
で
す
。

取
得
す
る
財
産　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン　

２
０
３
１
台

契
約
の
相
手
方　

弘
前
市
高
田
３
丁
目
６
番
地
７

　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　

弘
前
支
店

　
　
　
　
　
　
　

支
店
長　

鶴
飼　

宏
悦

取

得

価

格　

１
億
１
４
６
７
万
２
３
６
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
費
税
込
み
）

【
佐さ

藤と
う　

孝た
か

志し　

議
員
】

問　

地
元
業
者
は
な
ぜ
入
札
に
参
加
し
て
い
な
い
の

か
。

【
財
政
部
長
】

答　

パ
ソ
コ
ン
の
台
数
が
多
く
、
設
置
・
設
定
に
あ

る
程
度
の
作
業
員
数
を
要
す
る
ほ
か
、
指
定
す
る
パ

ソ
コ
ン
の
仕
様
に
対
応
で
き
る
業
者
が
市
内
に
見
当

た
ら
な
か
っ
た
た
め
。

ありがとう育成小学校

育成小学校において伝承しているつがるの宝

「三
さん

方
ぽう

荒
あら

神
がみ

鹿
か

島
しま

獅
じ

子
し

」

液晶部分とキーボードが
分離しないコンバーチブル
ノートパソコン

タブレットとしても使えます

人
事
案
件

育
成
小
学
校
が
閉
校
に
な
り
ま
す

1

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
一人
に
１
台

パソ
コ
ン
が
整
備
さ
れ
ま
す

2
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問　

本
市
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
対
策
に
つ
い
て
広
報
等
に

よ
り
情
報
提
供
し
、
注
意
喚
起
し
て
い

る
が
、
高
齢
者
に
も
分
か
り
や
す
い
よ

う
に
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
チ
ラ
シ
な
ど
配

布
で
き
な
い
か
。

【
福
祉
部
長
】

答　

今
年
２
月
下
旬
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
と
対
策
に
つ

い
て
毎
戸
チ
ラ
シ
の
配
布
や
広
報
へ
の

掲
載
を
行
っ
て
お
り
、
特
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
は
随
時
、
関
連
情
報
を
更
新
し

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
は
対
策
な
ど
日
々
状
況

が
変
化
し
て
い
る
た
め
、
高
齢
者
の

方
々
に
も
配
慮
し
た
分
か
り
や
す
い
チ

ラ
シ
を
配
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

家
庭
内
感
染
が
増
加
し
て
い
る
現

状
か
ら
、
家
庭
内
に
お
け
る
検
温
を
推

奨
す
る
た
め
に
も
毎
戸
に
体
温
計
を
配

布
し
て
は
ど
う
か
。

【
福
祉
部
長
】

答　

日
頃
か
ら
家
庭
内
の
検
温
は
健
康

管
理
に
努
め
る
観
点
か
ら
本
市
と
し
て

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
及
ぼ
す

農
業
へ
の
影
響
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
か
。

【
経
済
部
長
】

答　

野
菜
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
加
え
全
国
の
他
産
地
に
お
い

て
記
録
的
な
低
温
、
長
雨
等
に
よ
り
品

薄
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
品
目
が
高
値

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
リ
ン
ゴ
も
早
生
種

の
価
格
が
高
騰
し
、
今
後
の
主
力
品
種

の
状
況
を
見
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

米
に
つ
い
て
は
来
年
６
月
末
の
民
間
在

庫
量
が
適
正
水
準
を
上
回
る
見
通
し
で

あ
る
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
る
外
食
需
要
の
減
少
に
よ
り
、

令
和
２
年
産
の
米
価
が
低
下
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

問　

農
家
に
対
す
る
市
独
自
の
支
援
策

は
考
え
て
い
る
か
。

【
市
長
】

答　

米
価
の
低
下
が
予
想
さ
れ
て
い
る

状
況
か
ら
、主
食
用
米
の
販
売
農
家
に
対

し
種
子
代
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る
稲

作
農
家
支
援
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

そ
の
ほ
か
支
援
策
は
。

【
経
済
部
長
】

も
推
奨
し
た
い
考
え
で
す
。
し
か
し
、

体
温
計
は
各
家
庭
に
お
い
て
常
備
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
体
温
計
の
毎

戸
配
布
の
実
施
は
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　

特
別
定
額
給
付
金
の
未
申
請
者
の

対
応
は
。

【
総
務
部
長
】

答　

本
市
で
は
未
申
請
者
に
対
し
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
申
請
を
勧
奨

し
た
ほ
か
、
未
申
請
１
４
８
世
帯
の
方

へ
勧
奨
通
知
を
発
送
し
ま
し
た
。
ま
た
、

居
所
不
明
者
に
つ
い
て
情
報
収
集
し
居

住
先
を
調
査
し
た
ほ
か
、
未
申
請
世
帯

へ
の
自
宅
訪
問
を
実
施
し
た
結
果
、
給

付
対
象
者
３
万
１
７
４
１
人
に
対
し
、

受
給
者
は
３
万
１
６
８
７
人
と
な
り
、

給
付
率
は
99
．８
％
で
し
た
。

答　

国
で
は
経
営
維
持
の
取
り
組
み
に

対
し
て
補
助
す
る
経
営
継
続
補
助
金
や

野
菜
・
花
き
・
果
樹
等
に
つ
い
て
次
期

作
に
向
け
た
各
種
取
組
を
支
援
す
る
高

収
益
作
物
次
期
作
支
援
交
付
金
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

問　

東
京
事
務
所
で
の
企
業
誘
致
の
活
動

状
況
は
。

【
総
務
部
長
】

答　

企
業
誘
致
業
務
等
に
関
し
て
は
青

森
県
東
京
事
務
所
の
指
導
の
も
と
、
企

業
訪
問
等
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て

き
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
従
来
の
業
務
遂
行
が
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

問　

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
活

か
し
た
企
業
誘
致
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

【
総
務
部
長
】

答　

本
市
の
農
業
の
魅
力
を
あ
ら
た
め

て
分
析
す
る
ほ
か
、
農
業
に
関
連
し
た

企
業
誘
致
を
視
野
に
受
入
基
盤
等
を
整

備
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
厳
し
い
状

況
に
は
あ
り
ま
す
が
、
企
業
を
一
つ
で

も
誘
致
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た

い
考
え
で
す
。

●
高
齢
者
に
も
分
か
り
や
す
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
チ
ラ
シ
を

●
特
別
定
額
給
付
金
の

　
　
　
　
　
　
　

未
申
請
の
対
応
は

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業
対
策
は

●
東
京
事
務
所
の
誘
致
活
動
状
況
は

新型コロナウイルス感染症対策

青森県
Aomori Prefectural Government

令和２年６月１日版

　医療機関を受診する前 に、まずは保健所に設置している「帰国者・接触者相談
　センター」に連絡する（同センターが「帰国者・接触者外来」に案内します）

感染が疑われる症状が出た場合

青森県からのお願い

ソーシャル・ディスタンシング

「３つの密」を避ける

外出の際、人混みを避け

マスクを着用し

人との適切な距離を保つ
「新しい生活様式」の定着

   発熱や風邪の症状がある場合は

  自宅療養する

   ソーシャル・ディスタンシングと

  手洗い､咳エチケット等を徹底する

咳エチケット手洗い 体調不良の場合は自宅療養

五
いつ

和
わ

会
かい

　成
なり

田
た

　克
かつ

子
こ

五
いつ

和
わ

会
かい

　木
き

村
むら

　良
よし

博
ひろ

一 般 質 問　ここが聞きたい 各議員の質問と答弁の趣旨を掲載しています。
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問　

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
市
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
か
。

【
市
長
】

答　

本
市
で
は
人
口
減
少
克
服
に
向
け
、

活
力
あ
る
地
域
を
維
持
す
る
た
め
、
農

産
物
の
販
路
拡
大
と
情
報
発
信
の
充
実
、

移
住
定
住
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環

境
の
充
実
、
働
き
盛
り
世
代
の
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
事
業
に
よ
り
、
一
定
の
成
果
は
得
ら

れ
た
も
の
の
、
社
会
減
、
自
然
減
に
つ

い
て
減
少
ス
ピ
ー
ド
が
緩
ん
で
い
な
い

こ
と
か
ら
、
今
後
は
、

①　

地
域
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る

仕
事
を
つ
く
る

②　

つ
が
る
市
と
の
つ
な
が
り
を
築
き
、

新
し
い
人
と
の
流
れ
を
つ
く
る

③　

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
の
希
望
を
か
な
え
る

④　

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

魅
力
的
な
地
域
を
つ
く
る

以
上
４
つ
の
基
本
目
標
を
推
進
し
て
人

口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
で
き
る
限
り
緩

和
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

昨
年
６
月
定
例
会
で
も
質
問
し
た

が
、
牛
潟
地
区
の
危
険
な
交
差
点
へ
の

対
応
は
。

【
総
務
部
長
】

答　

問
題
の
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
運

転
手
に
注
意
喚
起
を
促
す
た
め
に
破
線

お
よ
び
十
字
マ
ー
ク
を
設
置
し
、
一
時

停
止
標
識
を
見
や
す
い
位
置
へ
改
良
し

た
ほ
か
、
目
視
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る

看
板
を
撤
去
し
ま
し
た
。
今
後
も
危
険

と
思
わ
れ
る
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
警

察
等
と
協
議
し
、
安
全
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

問　

下
車
力
農
道
の
改
修
工
事
の
進
捗

状
況
は
。

【
経
済
部
長
】

答　

農
道
下
車
力
16
号
線
の
改
修
に
つ

い
て
は
、
令
和
３
年
度
の
新
規
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
、
工
期
は
令
和
３
年
度

か
ら
の
６
カ
年
で
延
長
距
離
が
２
．６

㎞
、
総
事
業
費
は
２
億
１
３
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　

メ
ロ
ン
ロ
ー
ド
に
お
い
て
木
の
枝

が
道
路
へ
張
り
出
し
通
行
障
害
と
な
っ

て
い
る
。
効
率
よ
く
枝
を
伐
採
す
る
た

め
、
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
機
械
を
装
着

問　

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
は
。

【
経
済
部
長
】

答　

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業
の
中
で

特
に
好
評
だ
っ
た
宿
泊
施
設
応
援
！
市

民
限
定
！
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
を

再
度
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
全
市
民
へ
１
人
あ
た
り
７

千
円
の
商
品
券
を
配
付
し
て
消
費
の
喚

起
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

令
和
元
年
度
の
財
政
状
況
は
。

【
財
政
部
長
】

答　

一
般
会
計
に
お
い
て
、
財
政
の
健

全
性
を
判
断
す
る
実
質
公
債
費
比
率
は

12
．２
％
（
前
年
度
比
０
．２
ポ
イ
ン
ト

増
）、
将
来
負
担
比
率
は
１
２
９
．７
％

（
10
．１
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
な
っ
て
お
り
、

さ
ら
に
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断

す
る
経
常
収
支
比
率
は
92
．５
％
（
２
．

１
ポ
イ
ン
ト
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
等
の
減
少
に
よ
り
、
数
値

は
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
健
全
な
財
政

状
況
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

す
る
な
ど
し
て
早
期
に
対
処
し
て
ほ
し

い
。

【
建
設
部
長
】

答　

通
行
障
害
の
あ
る
市
道
は
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
や
委
託
業
者
等
に
よ
っ
て
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
短
期
間
で
枝
が
伸

び
る
た
め
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
後
は
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

を
強
化
し
て
早
期
に
対
処
し
安
全
か
つ

快
適
な
道
路
環
境
の
維
持
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
提
案
の
伐
採
の

機
械
に
つ
い
て
は
市
の
維
持
作
業
に
適

し
て
い
る
か
な
ど
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
っ
て
い
る

が
、
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
行
わ
れ
る

小
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
助
成
で

き
な
い
か
。

【
総
務
部
長
】

答　

自
治
会
等
で
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

に
対
し
て
助
成
金
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

自
治
会
を
対
象
に
施
設
改
修
な
ど
に
限

定
し
た
自
治
組
織
活
動
助
成
事
業
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
事
業
に
イ
ベ
ン
ト
等
経

費
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
検
討
し

ま
す
。

●
人
口
減
少
対
策
の
効
果
と

　
　
　
　
　
　

今
後
の
取
り
組
み
は

●
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

感
染
症
対
策
は

●
市
の
財
政
状
況
は

●
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に

　
　
　
　
　

積
極
的
な
道
路
整
備
を

●
小
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
に
対
し

　
　
　
　
　
　
　

助
成
で
き
な
い
か

五
いつ

和
わ

会
かい

　伊
い

藤
とう

　良
りょう

二
じ

五
いつ

和
わ

会
かい

　秋
あき

田
た

谷
や

建
たて

幸
ゆき

一 般 質 問　ここが聞きたい 各議員の質問と答弁の趣旨を掲載しています。
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問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
は
。
ま
た
、

人
気
の
あ
る
返
礼
品
は
何
か
。

【
総
務
部
長
】

答　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
平
成

29
年
度
は
１
２
８
９
件
で
２
２
４
８
万

円
、
平
成
30
年
度
は
１
０
２
９
件
で
１

９
９
０
万
円
、
令
和
元
年
度
は
１
８
４

５
件
で
２
８
４
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
人
気
の
あ
る
返
礼
品
は
上
位
か
ら

米
、
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
、
リ
ン
ゴ
の
順

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
夏
季
は
メ
ロ
ン

も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
は

黒
に
ん
に
く
、「
果
房
メ
ロ
ン
と
ロ
マ

ン
」
の
お
食
事
券
の
人
気
も
高
ま
っ
て

お
り
、
今
後
さ
ら
に
、
寄
附
者
を
増
や

す
た
め
に
も
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
開
発
、

創
設
は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

返
礼
品
を
「
モ
ノ
」
で
は
な
く
空

き
家
管
理
や
お
墓
代
行
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
「
コ
ト
」
で
行
う
こ
と
は
可
能
か
。

【
総
務
部
長
】

答　

返
礼
品
に
つ
い
て
は
品
物
に
限
ら

ず
空
き
家
の
見
守
り
や
庭
の
草
刈
り
、

お
墓
の
代
行
サ
ー
ビ
ス
も
可
能
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

問　

米
価
が
下
落
し
た
場
合
の
減
収
を

補
う
収
入
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は

問　

旧
木
造
町
長
、
つ
が
る
市
長
と
し

て
自
ら
が
掲
げ
て
き
た
政
策
は
実
現
で

き
た
か
。

【
市
長
】

答　

こ
れ
ま
で
木
造
町
長
１
期
と
平
成

17
年
の
つ
が
る
市
誕
生
以
来
、
市
長
と

し
て
４
期
に
わ
た
り
、
み
ん
な
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
つ
が
る
市
を
目
指
し
て

地
域
経
済
の
要
で
あ
る
農
業
振
興
を
最

優
先
に
捉
え
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
に
対
応
し
た
福
祉
の
充
実
、
さ
ら
に

は
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
各
位
な
ら
び
に
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

様
々
な
政
策
課
題
を
解
決
し
つ
つ
、
着

実
に
前
進
し
て
い
る
も
の
と
感
じ
て
い

ま
す
。

問　

今
後
、
よ
り
一
層
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
課
題
は
。

【
市
長
】

答　

農
業
振
興
と
人
口
減
少
対
策
が
最

重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
従
事
者
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の

ど
の
く
ら
い
か
。

【
経
済
部
長
】

答　

青
森
県
共
済
組
合
の
資
料
に
よ
る

と
水
稲
農
家
に
お
け
る
収
入
保
険
加
入

者
は
２
３
７
人
で
加
入
率
は
10
．６
％
、

※

ナ
ラ
シ
対
策
加
入
者
は
８
３
８
人
で

37
．６
％
と
な
っ
て
お
り
、
収
入
保
険

と
ナ
ラ
シ
対
策
を
合
わ
せ
て
48
．２
％

の
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
問　

市
内
数
カ
所
に
貯
留
庫
を
設
け
て

も
み
殻
を
有
効
活
用
し
て
は
。

【
経
済
部
長
】

答　

市
が
所
有
す
る
も
み
殻
貯
留
庫
は

稲
垣
地
区
に
あ
り
、
集
め
ら
れ
た
も
み

殻
は
畜
産
農
家
が
牛
舎
の
敷
料
と
し
て

の
活
用
や
堆
肥
化
す
る
な
ど
し
て
有
効

活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
飼
料
用
米

の
面
積
拡
大
に
よ
り
も
み
殻
が
減
少
し

て
い
る
た
め
増
設
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
も
み
殻
は
稲
わ
ら
同
様
に
焼

却
も
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
畜
産
へ
の

活
用
な
ら
び
に
堆
肥
化
な
ど
有
効
活
用

す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

増
加
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て

お
り
、
今
後
の
農
業
情
勢
に
よ
っ
て
は

離
農
す
る
農
家
が
増
え
、
農
村
地
域
特

有
の
集
落
維
持
す
ら
難
し
く
な
る
と
予

想
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
農

業
振
興
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
が
続
く
と
労

働
力
の
減
少
な
ど
経
済
的
な
影
響
だ
け

で
は
な
く
、
ま
ち
の
基
盤
や
機
能
維
持

が
困
難
と
な
り
、
地
域
活
動
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
施
策
に
お
い
て
、
一

定
の
成
果
は
得
ら
れ
た
も
の
の
人
口
減

少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
状
況

に
あ
る
た
め
、
本
年
新
た
に
策
定
し
た

第
２
期
地
域
活
力
創
生
総
合
戦
略
を
推

進
し
、
引
き
続
き
市
議
会
と
連
携
し
な

が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　

市
長
の
進
退
は
。

【
市
長
】

答　

昭
和
51
年
か
ら
長
い
間
、
皆
様
の

協
力
を
得
て
議
会
、
行
政
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
が
、
次
期
市
長
選
挙
に
は
出

馬
し
な
い
考
え
で
す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
で

　
　
　
　
　
　

魅
力
的
な
返
礼
品
を

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

農
業
の
経
済
対
策
は

●
次
期
市
長
選
挙
の
出
馬
の
意
向
は

※
ナ
ラ
シ
対
策（
米
・
畑
作
物
の
収
入
減

少
影
響
緩
和
交
付
金
）…
米
価
下
落
に

よ
り
収
入
が
減
少
し
た
場
合
に
減
収
額

の
９
割
を
補
て
ん

絆
き

心
しん

会
かい

　齊
さい

藤
とう

　　渡
わたる

五
いつ

和
わ

会
かい

　長
は

谷
せ

川
がわ

榮
えい

子
こ

一 般 質 問　ここが聞きたい 各議員の質問と答弁の趣旨を掲載しています。
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議
案
第
72
号

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認

を
求
め
る
の
件

専
決
第
12
号

令
和
２
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

議
案
第
85
号

令
和
２
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）
案

委
員
長

　

成な
り

田た　

克か
つ

子こ

予
算
・
決
算

特
別
委
員
会
■
審
査
の
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
す
る

予
算
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等

環
境
整
備
事
業

１
６
９
３
万
円

　

オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
に
対
応
す
る
た

め
の
Wi-

Fi
環
境

の
構
築
、
情
報
機

器
の
購
入
。

赤
ち
ゃ
ん
応
援
給
付
金
事
業

１
４
７
４
万
円

　

令
和
２
年
４
月
28
日
か
ら
令
和

３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

つ
が
る
市
に
住
民
登
録
し
た
子
ど

も
１
人
に
対
し

10
万
円
を
給
付
。

学
生
応
援
給
付
金
事
業

１
３
１
３
万
円

　

市
に
在
住
ま
た
は
市
出
身
の
大

学
生
等（
保
護
者
が

市
内
在
住
）に

一
律
２
万
円
を

給
付
。

市
民
商
品
券
配
布
事
業

２
億
３
７
７
７
万
円

　

全
市
民
に
商
品
券

７
千
円
分
を
配
布
。

（
第
２
弾
）

宿
泊
施
設
応
援
！
市
民
限
定
！

割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

３
０
３
５
万
円

　

割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
宿
泊
の

み
追
加
で
実
施
。
宿
泊
施
設
利
用

者
は
自
己
負
担
千
円
で
宿
泊
が
可

能
。（
３
千
人
分
を
予
定
）

議
場
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
事
業２４

７
万
円

　

議
会
出
席
者
席
に
仕
切
り
板
を

設
置
。
傍
聴
者
の
３
密
回
避
の

た
め
議
場
外

で
視
聴
可
能

な
庁
内
モ
ニ

タ
ー
へ
の
配

線
工
事
の
ほ

か
、
空
気
清

浄
機
を
設
置
。

つ
が
る
マ
ル
シ
ェ
開
設
事
業

２
０
４
６
万
円

　

東
京
都
に
臨
時
店
舗
を
開
設

し
、
リ
ン
ゴ
、
ナ
ガ
イ
モ
な
ど
の

農
産
物
や
加
工
品
を
販
売
し
消
費

拡
大
を
図
る
。
ま
た
、
観
光
資
源

等
を
積
極
的
に

発
信
し
、
首
都

圏
在
住
者
に
対

す
る
移
住
定
住

促
進
の
機
会
を

創
る
。

市独自

市独自

市独自

市独自 市独自 市独自

市独自

市独自

稲
作
農
家
支
援
事
業

５
０
８
１
万
円

　

主
食
用
米
の

販
売
農
家
に
対

し
種
子
費
用
の

２
分
の
１
相
当

額
を
助
成
。（　

ha
ま
で
を
上
限
）10
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議
案
第
72
号

専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認

を
求
め
る
の
件

専
決
第
12
号

令
和
２
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
佐さ

藤と
う　

孝た
か

志し　

委
員
】

問　

ど
の
よ
う
な
テ
ン
ト
を
買
う
予
定

な
の
か
。

【
経
済
部
長
】

答　

屋
外
イ
ベ
ン
ト
等
の
感
染
症
対
策

と
し
て
外
気
遮
断
機
能
を
有
す
る
ス

チ
ー
ル
テ
ン
ト
25
基
を
購
入
す
る
。

【
秋あ

き

田た

谷や　

建た
て

幸ゆ
き　

委
員
】

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
、
各
地
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
会

議
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
市
議
会
で
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
た
場
合
は
交
付
金

の
対
象
に
な
る
か
。

【
総
務
課
長
】

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
対
応
と
し
て
効
果
的
な
対
策
に

対
し
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
感
染
症

対
策
と
し
て
議
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を

実
施
す
る
た
め
の
機
器
関
連
で
あ
れ
ば

対
象
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
案
第
77
号

令
和
元
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
を
求
め
る
の
件

【
成な

り

田た　
　

博
ひ
ろ
し　

委
員
】

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率

は
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
利
用
が

可
能
に
な
る
の
か
。

【
市
民
課
長
】　

答　

全
国
の
交
付
率
が
18
．２
％
で
あ

る
こ
と
に
対
し
、
本
市
は
19
．５
％
で

県
内
10
市
の
中
で
は
三
沢
市
に
次
い
で

２
位
の
交
付
率
で
あ
る
（
令
和
２
年
８

月
現
在
）。
令
和
３
年
３
月
か
ら
は
健

康
保
険
証
と
し
て
も
利
用
で
き
、
準
備

の
整
っ
た
医
療
機
関
か
ら
利
用
で
き
る

予
定
で
あ
る
。

【
佐さ

藤と
う　

孝た
か

志し　

委
員
】

問　

収
入
未
済
額
の
内
訳
は
。

【
福
祉
課
長
】

答　

収
入
未
済
額
は
保
育
料
の
１
０
４

４
万
円
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料

の
１
４
９
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

【
木き

村む
ら　

良よ
し

博ひ
ろ　

委
員
】

問　

市
民
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
利

用
状
況
は
。

【
福
祉
部
長
】

答　

一
般
開
放
に
つ
い
て
、
昨
年
度
は

２
８
５
日
利
用
さ
れ
、
利
用
者
は
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で
５
３
４
１
人
、

健
診
運
動
ホ
ー
ル
で
は
３
０
１
０
人
で

あ
っ
た
。
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
事
業

に
お
い
て
は
３
０
４
回
実
施
し
、
延
べ

お
よ
そ
７
６
０
０
人
に
利
用
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
の
事
業
で

は
延
べ
42
日
間
で
５
４
６
人
の
利
用
が

あ
っ
た
。

【
木き

村む
ら　

良よ
し

博ひ
ろ　

委
員
】

問　

当
施
設
の
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た

糖
尿
病
対
策
に
力
を
入
れ
て
、
さ
ら
な

る
充
実
を
図
っ
て
は
。

【
民
生
部
長
】

答　

国
民
健
康
保
険
課
に
お
い
て
、
糖

尿
病
の
重
症
化
予
防
を
目
的
と
し
た
糖

尿
病
改
善
教
室
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
広
報
等
で
周

知
徹
底
を
図
る
。

【
佐さ

さ々

木き　

直な
お

光み
つ　

委
員
】

問　

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
は
本
市

に
と
っ
て
主
要
な
施
策
の
ひ
と
つ
で
あ

る
が
、
基
金
が
な
く
な
っ
て
も
事
業
を

継
続
し
て
い
く
の
か
。

【
財
政
部
長
】

答　

子
ど
も
医
療
費
の
財
源
に
つ
い
て

は
過
疎
債
の
ソ
フ
ト
事
業
で
対
応
し
、

今
後
も
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
現
段
階
で
は
基
金
へ
の
積
立
は

考
え
て
い
な
い
。

【
齊さ

い

藤と
う　

　

渡
わ
た
る　

委
員
】

問　

増
額
補
正
し
た
の
に
も
関
わ
ら

ず
、
不
用
額
が
多
額
な
理
由
は
。

【
福
祉
課
長
】

答　

購
入
引
換
券
の
郵
送
方
法
を
普
通

郵
便
か
ら
簡
易
書
留
郵
便
へ
変
更
し
た

こ
と
に
よ
る
通
信
運
搬
費
の
増
加
や
イ

オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏
で
の
出
張
販
売

に
よ
る
施
設
使
用
料
を
補
正
し
た
。
し

か
し
、
対
象
者
全
員
の
商
品
券
購
入
を

見
込
ん
で
予
算
計
上
し
て
い
た
が
、
実

際
に
は
27
％
の
購
入
で
あ
っ
た
た
め
不

用
額
が
発
生
し
た
。

【
長は

谷せ

川が
わ　

榮え
い

子こ　

委
員
】

問　

こ
の
事
業
の
詳
細
な
説
明
を
。

【
農
林
水
産
課
長
】　

答　

水
田
地
帯
に
お
い
て
暗
渠(

あ
ん

き
ょ)

排
水
の
整
備
事
業
を
行
っ
て
い

市
民
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
費

８
７
４
万
円

子
ど
も
医
療
費

５
１
４
１
万
円

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
費

３
５
８
６
万
円

高
収
益
作
物
導
入
事
業
補
助
金18

万
円

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド

関
連
事
務
委
任
補
助
金４

３
６
万
円

民
生
費
負
担
金

収
入
未
済
額

１
１
９
３
万
円

議
会
費

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費

２
４
７
万
円

備
品
購
入
費

イ
ベ
ン
ト
用
テ
ン
ト

８
０
６
万
円
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る
中
、
稲
垣
地
区
に
お
い
て
高
収
益
で

労
働
力
の
少
な
い
タ
マ
ネ
ギ
の
実
証
実

験
を
し
て
い
る
も
の
。
苗
代
、
肥
料
代

の
経
費
を
助
成
し
た
。

【
木き

村む
ら　

良よ
し

博ひ
ろ　

委
員
】

問　

こ
の
事
業
は
稲
垣
地
区
だ
け
で

や
っ
て
い
る
事
業
か
。
ま
た
、
農
家
所

得
の
向
上
を
図
る
た
め
、
タ
マ
ネ
ギ
に

限
ら
ず
機
械
化
の
で
き
る
様
々
な
転
作

作
物
を
取
り
入
れ
て
農
地
の
団
地
化
を

推
進
し
て
は
ど
う
か
。

【
農
林
水
産
課
長
】

答　

西
津
軽
土
地
改
良
区
に
お
い
て
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
稲
垣
地
区
で
２
件
の

応
募
が
あ
っ
た
。
今
後
は
稲
作
に
加
え

て
、
高
収
益
作
物
と
い
っ
た
作
物
体
系

に
移
行
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お

り
、
ほ
か
の
作
物
を
試
し
た
い
な
ど
の

意
見
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

【
佐さ

さ々

木き　

敬け
い

藏ぞ
う　

委
員
】

問　

農
業
用
機
械
等
の
購
入
に
対
し
て

３
割
助
成
さ
れ
る
こ
の
事
業
は
年
々
採

択
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理

由
は
。

【
農
林
水
産
課
長
】

答　

地
域
の
担
い
手
の
育
成
、
確
保
を

推
進
す
る
た
め
の
農
業
用
機
械
、
施
設

の
導
入
を
支
援
す
る
こ
の
事
業
は
取
り

組
み
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
、
ポ
イ
ン
ト
の

多
い
経
営
体
が
採
択
さ
れ
る
状
況
に
あ

る
。
ま
た
、
国
の
予
算
に
対
し
て
要
望

が
多
い
た
め
採
択
さ
れ
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
お
り
、
直
近
で
は
15
ポ
イ
ン

ト
以
上
が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
年
々
ポ

イ
ン
ト
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

【
田た

中な
か　
　

透
と
お
る　

委
員
】

問　

小
中
学
校
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
設

置
工
事
は
完
了
し
た
か
。
ま
た
、
森
田

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房
に
お
い
て
エ

ア
コ
ン
を
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

【
教
育
総
務
課
長
】

答　

管
内
小
中
学
校
の
全
て
の
普
通
教

室
98
部
屋
、
特
別
支
援
教
室
、
職
員

室
、
会
議
室
ほ
か
46
部
屋
、
あ
わ
せ
て

１
４
４
部
屋
整
備
し
た
。
森
田
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室
は
整
備
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
調
査
し
て
適
切
に
処
理

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　内覧会が行われた北消防署は消防署再編の
一環として建設され、９月１日から運用を開
始。おもに車力地区と稲垣地区、木造地区の
一部を所管し、市北部の防火、防災拠点とし
ての役割を担っています。また、当施設内に
移転した車力出張所では住民票や印鑑証明書
の発行など各種行政サービスを行っているた
め、災害時にはこれまで以上に緊密な連携を
図ることができます。議員からは施設の設備
についてなど質問が出されました。

　開通式が行われた津軽令和大橋は五所川原
車力線バイパス事業として平成13年に着手
し、橋長は600m、岩木川に架かる橋として
最長となっています。また、車力地区〜中泊
町中里間（全長5,500m）バイパス開通により
医療、福祉、観光施設などへの移動時間の短
縮のほか、住民交流による地域活性化が期待
されます。
　式典終了後、中里中学校吹奏楽部の演奏に
あわせて三世代家族や参加者による渡り初め
が行われました。

市北部の新たな防災拠点として つがる市と中泊町をつなぐ橋開通
北消防署および車力出張所内覧会　

10月12日
津軽令和大橋開通式典

10月20日

経
営
体
育
成
支
援
事
業
費

２
１
８
８
万
円

小
学
校
建
設
費

　
　
　
　

２
億
６
８
６
３
万
円

中
学
校
建
設
費

　
　
　
　

１
億
１
２
７
４
万
円

指令システムを見学
晴天の中、式典が
執り行われました

橋からは岩木山と
津軽平野が一望できます車庫内にて
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発議第１号

　新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な
悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書案
　地方税収の大幅減収が予想される中、地方税の重要な基幹税である固定資
産税を政策減税の対象とすることが想定されているが、地方税・地方交付税
等の一般財源総額の確保並びに、地方税の政策税制については積極的な整理
合理化を図り、有効性・緊急性を厳格に判断することを強く国に要望する。

　この意見書案は全会一致で可決され、議長名で総理大臣、衆・
参議院議長ほか関係省庁へ送付されました。

　これらのご意見を参考にして、議会の公平性・透明性の確保を図りながら
市民に開かれた議会運営に努め、積極的な情報発信に取り組んでまいります。

　地域に根差した意見が多くみられた。住民の考えに近いのだろうが、宿
泊施設の地域振興の取り扱い方法が電話で受付することに疑問を呈し、改
善を求めていた。それに対し、市側の対応がなるべくきちんと答えようと
していることに誠意を感じた。一つ一つ積み重ねながら議会が運営されて
いることがわかった。

　９月７日、弘前大学大学院教育学研究科の大学院生らが授業の一環として、予
算・決算特別委員会を傍聴しました。審議の様子を傍聴した大学院生からの感想

文（抜粋）をご紹介します。

　議会で使用される資料は前もって参加する人たちに渡されているのか。
今回、内容を聞いてみて議会の時に資料が初見だと説明を聞きながらでは
理解するのに時間がかかってしまうように感じた。また、資料が前もって
渡されていたとしても議会が終わってから質疑したいことも出てくるので
はないだろうか。その際の対応があるのか気になる点であった。
　今回の予算編成に限らず、一般質問においても、市民に重要な内容が多
くあると感じた。これらを市民に伝える手段として、どのような取り組み
がなされているのか。

教職大学院生　相馬　昌文 さん
そう ま まさふみ

さ とう あや ね

教職大学院生　佐藤　絢音 さん

議会を傍聴
議会を傍聴される方へ
　傍聴される際はマスク
着用、咳エチケット、入
退場時の手指消毒をお願
いしています。また、人
数制限により、ロビーに
設置しているモニターで
の視聴をお願いする場合
があります。
　定例会日程については、
ホームページをご覧いた
だくか、議会事務局にお
問い合わせください。
　皆様のご理解とご協力
をよろしくお願いいたし
ます。

座席の間隔を空けています

陳　情　名
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財
源の確保を求める意見書の提出について（お願い）

陳 情 内 容
今後の地方財政は厳しい状況になることが予想されるが、地域の実情に合わせた
行政サービスを安定的に提供するためにも地方税・地方交付税等の一般財源総額
の確保を強く国に求める。

陳　情　者 全国市議会議長会　会長　野尻　哲雄

委 員 会 の
意見・結果

（総務常任委員会付託）地方自治体では、医療介護、子育て、地域の防災・減災、
雇用の確保など喫緊の財政需要への対応はじめ、長期化する感染症対策にも迫ら
れ、地方財政は厳しい状況に陥ることが予想される状況にあっても、重要施策や
市民サービスを提供していかなければならないことから、地方税、地方交付税な
どの一般財源総額の確保を求めるため、これを採択して本会議に提出する。
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提出された陳情は以下のようになりました陳情第４号
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つがる市議会　インターネット中継 検索検索

議会中継を
　　　ご覧いただけます。
議会中継を
　　　ご覧いただけます。
　本会議などの
様子をインター
ネットでライブ中
継、録画中継して
います。

　本会議などの
様子をインター
ネットでライブ中
継、録画中継して
います。

おしらせ
　新型コロナウイルス感染症
の感染予防、感染拡大防止の
ため、会議の傍聴を制限する
場合がありますので、傍聴を
予定している方は議会事務局
へお問い合わせください。

８月
27日 議会運営委員会

28日 令和2年度（仮称）第二津軽大橋建設事業促進協議会（中泊町）

９月

３日 令和2年第3回つがる市議会定例会開会

７日〜９日 予算・決算特別委員会

９日 総務常任委員会

15日、16日 一般質問

17日 令和2年第3回つがる市議会定例会閉会

10月

12日 北消防署及び車力出張所内覧会

17日 育成小学校閉校記念式典

20日 県道五所川原車力線（津軽令和大橋）開通式典

22日 議会だより編集委員会

27日 メロン水耕栽培実証試験報告会
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次回定例会予定次回定例会予定12月12月 詳しくはホームページを
ご覧いただくか議会事務局に
お問い合わせください。
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　新型コロナウイルス感染症は世界中に拡大しており、緊
急事態宣言が解除された後も感染症防止策を徹底し、「新し
い生活様式」の定着を図っていく必要があります。
　９月定例会では、３密をできる限り回避しつつ、議会の
役割を果たすため、次の対策をとりながら開催しました。
①議場座席（議員側・理事者側）の間に仕切り板を設置。
②傍聴席では座席の間隔を空けて着席してもらったほか、
人数制限により入場できなかった方に対し、１階・３
階ロビーにあるモニターでの視聴を促す。
③常任委員会については委員会室での開催を避け、広い
会議室を使用して、座席の間隔をとる。
④議員、理事者および傍聴人の検温を実施。
⑤マスクを着用。

気になるワード ９月定例会の中から「気になる言葉」を取り上げて
解説します

市議会の新型コロナウイルス感染症対策

今後も情勢に注視しながら市議会として取り組んでまいります。

これらは、新型コロナウイルス地方創生臨時
交付金を充当しています（補助率１０／１０）

飛沫感染予防策として仕切り板を設置

３階ロビーのモニター
で視聴が可能

空気清浄機を設置

これまでの議会活動の一部を紹介します
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